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回答率は福島県全体で26.9％となっている。 
簡易版の導入により、回答率の低かった地区を中心に回答率が上昇した。 
（平成26年10月31日時点） 

第17回福島県「県民健康管理調査」検討委員会資料 

    基本調査 回答状況 基本調査 

基本調査の対象となっている 2011（平成 23）年 3月 12日から 7月 11日の 4か月間
は、空間線量率が高く、この時期の外部被ばく線量の把握が最も重要です。
これまでに約 55万 3,000 人の方の回答が得られています（回答率 26.9％）。
原発からかなり遠い会津、南会津では回答率が低迷していましたが、簡易版の導入によ
り、回答率の向上が見られました。
簡易版導入前の 2013（平成 25）年 9月末段階で南会津は 13.4％でしたが 20.0％に上
昇しました。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日
	 ：2015 年 3月 31日

関連Q&A
・6章QA20	 基本調査に回答していない場合、甲状腺検査や健康診査などの詳細調査受診の案内は届かな

いのですか
・6章QA21	 基本調査に回答しないことで何か不利益があるのですか

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第6章　健康管理

６
　
健
康
管
理

148

    基本調査 結果の概要（1/2） 

●基本調査における推計期間いっぱいの4か月
間、行動記録を記入した方が45万3,183名。 
そのうち放射線業務従事経験者を除いた方の数
は44万4,362名だった。 
 
●44万4,362名の方々の推計値では、 
約99.8％が5ミリシーベルト未満となり、 
最高値は25ミリシーベルトと推計された。 

累計531,691名の外部被ばく実効線量の推計が得られている。 
（平成26年10月31日現在） 

99.8％が 
5 ミリシーベルト 

未満 

基本調査 

第17回福島県「県民健康管理調査」検討委員会資料 

福島県全体ではこれまでに累計 53万 1,691 名の外部被ばく実効線量の推計が得られて
います。そのうち 4か月間の行動記録を回答いただいた方々（放射線業務従事経験者を
除く）の推計値では、約 99.8％が 5ミリシーベルト未満となり、93.9％の方が 2ミリシー
ベルト未満でした。さらに最高値は 25ミリシーベルトでした。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日
	 ：2015 年 3月 31日

関連Q&A
・6章QA11	 基本調査の結果、事故直後の外部被ばく線量はどの程度だったのですか
・6章QA23	 届いた結果通知はどうすればいいですか
・6章QA24	 同じ家族なのに同時に結果が届かないのには、何か理由があるのですか
・6章QA25	 飲食物についての項目に回答しましたが、それに対しての返答がないのはなぜですか
・6章QA26	 評価結果が届きましたが、健康に問題ない数値なのでしょうか
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